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第 1 章は序章で，音弾性法や 3 次弾性定数に関する従来の研究について述べ，本論文の目的と意義
について述べている。
第 2 章では，銅，アルミニウム合金，鋼および 6-ナイロンについて，単軸応力を負荷したときの




























~ 2) 音弾性効果の解析的な表わしかたとして 3 次弾性定数が用いられているが，超音波伝ぱ速度の応
力依存性から決定した 3 次弾性定数は転位キH織の影響のため，ぱらつきが大きく測定が困難であっ
た。本論文では得られた超音波伝ぱ速度の応力依存性から転位組織の影響を分離する新しい試みを
提案し，銅，アルミニウム 鉄および黄銅多結晶金属についての妥当な 3 次弾性定数を求めている。
,3) ステップ状に変化する応力サイクルにわいて，銅およびアルミニウムについての超音波伝ぱ速度
の挙動を実験的に，詳細に明らかにしている。
以上のように，本論文は音弾性効果が結晶の結合エネルギの非調和l生のみならず 転位組織の影響
も大きく受けることを示すとともに，その影響を分離する新しい測定法を提案するなど，超音波によ
る応力測定法に基礎的な資料を与えたものであって，機械材料学に寄与するところが大きい。よって，
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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